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全国代表者会議を開催し、来年中盤までの運動方向を確認　　　　　中央各界連

　中央各界連が１０月３日に開催した全国代表者会議には、全国から８０人が参加しました。代表者会議では、先の参議院選挙をめざした各界連の取り組みの特徴や、消費税をめぐる情勢をもとに今後の運動方向―①景気を回復起動にのせ、日本経済再生のためにも増税阻止を国民的闘争に発展させる、②全自治体での宣伝行動など、草の根からの宣伝を強める、③年内に１千万署名（９月末到達８４２万）を達成させ、あらたに２千万人をめざす、④消費税のそもそも論を含めて学習活動を旺盛に展開する、⑤各種団体との対話・懇談を通じて賛同を広げ、地方議会への請願の取り組みを強める、⑥各加盟団体の増税反対運動を尊重し、激励するとともに、各界連独自の会議定例化などで、団体の垣根を超えた取り組みで、国民的運動に押し上げる―を提起し確認しました。
　討論のなかでは、ジャンボチラシの発行計画や地域各界連の再開で奮闘し、12月１には学習会を計画している埼玉県各界連、独自の署名用紙を作って署名運動を強めている生協労連、業界団体への訪問・懇談の取り組みを展開し、11月17日に団体・地域代表者会議を予定している愛知県各界連、宣伝キャラバンを通じて、地域各界連の取り組みを強化し、10月13日には学習会を計画している京都各界連、独自に紙芝居などを作成して秋の行動で奮闘している新婦人、対話になっている宣伝行動の経験などについて福岡県各界連から発言がありました。
「消費税大増税を考える」シンポで、消費税の不当性明らかに　　　　　　　　
中央各界連主催で10月３日おこなった「消費税大増税を考える」シンポジウムには、全国から１７１人が参加。「消費税は悪魔の税制」だと主張した斉藤貴男さんをはじめ、主婦連の山根会長、税経新人会の佐伯税理士、京都各界連の坪井さんなど４人のシンポジストが報告、消費税の転嫁以前に、下請け単価切り下げを強要され、商売の見通しがたたないという中小業者の実体を告発した岡山・津山民商の会員らの発言で、消費税の持つ不当で卑劣な性格などが明らかにされました。　　　　　　　　　　　京都各界連と中京各界連は９月２４日、中京区のJR二条駅前で定例宣伝行動をおこない、各団体から６人が参加。宣伝入りポケットティッシュ３００枚とリーフを配りました。
このほか京都では、上京、亀岡、八幡などの地域各界連が宣伝に取り組みました。

静岡県各界連は９月２９日、昼休み宣伝署名行動に取り組み、５団体から１２人が参加しました。通行人の反応は強く、準備したビラ１２０枚はすぐ無くなり、署名をするために順番待ちが出るなど、約１時間で４２人分の署名が寄せられました。
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